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８月２８日(水)の生きがい教室は、陶芸教室でした。今年度も、
室積の美土里陶房から藤井さんと山下さんに来ていただきご指導を

していただきました。昨年度は沖縄に伝わる魔除けのシーサーを制

作しましたが、今年度も縁起物と言われている「ふくろう」を制作

しました。「ふくろう」は「不苦労」と表現でき、苦労が無くなると

いう意味に捉えられ、絵画や置物が玄関や居間に飾ってあるご家庭もあると思い

ます。机上には、ふっくらした粘土の胴体や、羽根やしっぽ、足などを作るため

の粘土が配布されました。講師の先生から、部品の制作方法や部品接着方法を説

明され、独自のユニークな鼻やしっぽ、羽根を作り、胴体に一つずつ付けていき

ました。分からない所は、見本の「ふくろう」を参考にしながら制作しました。

そして約１時間半くらいで、かわいい「ふくろう」が完成しました。粘土で作り

上げた一羽一羽の「ふくろう」は、美土里陶房で焼きがまに入り、約一ヶ月後に

は焼き物の「ふくろう」が出来上がります。その作品は、１１月に開催される文化展に展示する

予定です。個々の力作をぜひご覧下さい。 
そして今回も、松葉さんに早朝より昼食の準備していただき、和室で和やかにそうめんなどを

感謝をしながらいただきました。

和室での昼食の様子美味しい昼食制作に取り組む様子

先生に教わりながら真剣です藤井先生（左）と山下先生（右）
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前回ご報告をさせていただきましたが、夢プ

ランのパンフレットを全戸にお配りをさせて

いただきました。このプランの実現を目標とし

て活動していくための実行委員の募集をして

いるところです。様々な方々のご意見等をいた

だきながら、前進していきたいと思っています

ので、是非ご参加いただけると幸いです。 

　　１０月１９日（土）に麻里府公

民館をメイン会場としたイベン

ト「marifu　seaside　マルシェ　
２０２４」が開催されます。地域

の方々には、別途イベント要項が

回覧されると思います。地域の若

い方々が『麻里府に人を呼び込み

盛り上げていこう』との思いで計

画をし運営されます。 
皆様方の温かいご支援をよろ

しくお願いいたします。 

　　８月中旬から旧麻里府小学校の水道管の水も

れが発生していましたが、先日修理が完了いた

【連絡先】　 
麻里府公民館内 
　集落支援員　海田 

TEL　５５－５２３７

期間：１０月１５日(火) ～ １１月５日(火) 
会場：麻里府公民館ロビー

上記の日程で、田布施町埋蔵文化財巡回展示が行

われます。是非、公民館へお立ち寄り下さい。

・１０月 ３日(木）18：30～ 
　　　　　　　　　第１回文化展実行委員会 
・１０月１０日(木）9：00～ 
　　　　　　　　　花苗の移植 

・１０月１１日(金）18：30～ 
社会教育部長会 

・１０月２４日(木）18：30～ 
第２回文化展実行委員会 

・１０月２５日(金）19：00～ 
　　　　　　　　　町長との意見交換会 
・１０月２９日(火）10：00～ 

生きがい教室

集落支援員として、ボランティア組織である

「支えあいまりふ」の活動を支援しています。

オレンジカフェや生きがい教室の車両、運転

手、援助者の手配等を行っています。また、地

域の困りごとに関することを関係機関に繋げ

ていくことも行っています。何かお役に立てる

ことがあればと思っています。 

　しました。体育館内のトイレ等の使用でご不便をおかけして

いましたが、通常通りご使用いただけます。 


